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本替は、平成14年度に災施した市内遺跡総認調査の報告舎

です。

製届童文化財は地域の歴史を解明する重要な資料であり、賞

lItな文化遺lfEとして保護し、未来へ引き継いでいかなくては

なりません。秋田市には、現在374箇所の埋蔵文化財包蔵地

が主主録されており、保存に努めております。

今年度の翻霊堂では「上新減中学校遺跡Jの範囲が拡大する
ことが確認され、また、「久保目減跡jでは旧内郷跡舟守依認

されました。

このように、近年、宅地開発や農業基盤整備などの開発事

業が増加し、滋量童文化財の保護が急務となっておりますが、

遺跡線ia縞査はそれら各種の開発事業と埋蔵文化財保護との

調獲を図るための基礎となるものです。

本報告舎はその潟査結来をまとめたものであり、文化財保

護活動の啓発と普及、そして学術研究のために活用していた

だければ幸いに存じます。

刊行にあたり、調査にご協力いただきました関係各位の皆

;燥に感謝申し上げるとともに、今後とも短!被文化財の保護に

つきまして、ご恋解いただきますようお願い申しょげます。

平成15年3月

秋回市教育委員会

教育長飯塚 明



例 言

] 本報告舎は、市内に所在する遺跡及び遺跡存在可能性地において、開発事業などに伴って実施され

た平成14年度遺跡線認調策報告書である。

2 硲;22調査は、秋岡市教宵委員会が絢是正主体となり、 平成14年度悶庫補助金並びに県費繍助金の交

付を受けて行った。

3 市内の確認調査については、秋田市教育委員会文化撮輿獲が担当し、寺内地区の調資については秋

回城跡絢:J!t事務所が行った。

4 本容の執畿は、各湖是正担当者が行い、神聞が編集した。

5 出土遺物及ひ守記録鎖は、救回市教育受員会がー絡して保管する。

6 調査にあたっては、文化庁記念物謀、秋田県教育庁生i佳学習議文化財保護箆よりご指導をいただい

'ー~。

凡例

1 挿闘の湖資位置図については、主として秋回市都市計樹図を使用し、 一級事業関係で作成した図孤

を使用した。

2 挿図的縮尺と;方位Iま不統ーであり、各図ごとに総尺 ースケ F ルと方伎を示した。鴎中の::!1{立は泉北

を示している。

3 遺物の築i1!1!区Iはそれぞれ示した。写真図版は、販制と して約1/3とし、そ札以外のものは縮尺を

特記した。

4 j静凶の中には下記の記号を用いた。

トレンチーT (調変地第l号トレンチについてはlTと表記)

隊一S

関査体制

調査担当者 秋回市教育委員会

調査体制l 供問市教育委員会文化振興主主

文化緩興箆 ~ 長 小 訟正夫

箆長補佐 4公烏由美子

文化財担当

主席主査 安問忠市

主 高F 伊藤武 士

主 E事 中川 宏行

主 事 神田和彦

ま. 事 小野降志
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第1章 司区業の概要

秩凶市は、 秋m県の1:1.1軍中央部、日本海に蘭する駄間平野にI官官量している。市内にはl日石総時代から

近世までの遺跡が布在しており、 秋EDinでは鹿縦文化財の保績と開発事業に巡"Jに対処するため、昭和
61年から63年にかけてl副庫補助事業として市内会械の分布調査を実施している.その織の遺跡の追加

も合的、 374箇所の遺跡が磁u.されている。

平成14年度は、周知の思疎文化財包産地または遺跡#在可能性地における公共事案や民聞の開発事

案などについて、事前の事察煎会と繊議、分布調査による積飽を綬て、詳細な絶騒が必要な下記の箇所

について試掘調貨を実施した.なお、本容には平成14年2月から平成14年12舟までに行った調査につ

いて綿織した。

試擁調査実純一覧表

No 事業名・遺品事名 所在地 事泉主体 挙実緩婆

広面地区1古舗建築工務 広商まF近星誕植滋 勝式会社機浜77ーマシー 府舗建築

2 
間ツ小陵地区無似通草地J，，):d! 四ツ小康小阿j血

KDDI株式会枇 au*~じ支社 無線基地時建設
設工事 字坂ノよ

3 飯島毅T地区宅地分議事象 飯島重量T 7イホームプラザ 株式会社 宅地分譲

4 
上新城地区ポンプ場趨E空事衆 上新織五十丁字

.fk田市水道局 ポンプ場鐙設
-上新域中学校遺跡 小林

5 
手形地区共同住宅建般事業

手形字大沢 釧人 共同住宅建設
-蛇野遺跡

6 下新滅菌縁地区出場猿傷事業 下車擁茸岡字幅帯11昔、 fl<m県flt悶総合農林事務所 組1晶整備

7 
将箪野地区住宅解体工事

将lJ野南一丁目 個人 住宅解体
-秋田線鯵

8 
千秋明徳地区学校建設工事

千秋明徳町 学校法人敬愛学問 学校:d!築
-久保悶減跡

9 
下新城地区老人ホ『ム1埋設 下車時被笠側宇川 社会編祉法人 秋問中央編 老人ホーム培~
事業 向ほか 祉会

10 
金足地区知的障符者纏設建

金足諸山字岩崎 II会福訟法入 {仮称}愛心会
知的隊司害者ji

設事業 tt建E主
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第2傘調査の記録

広面地区底舗建築工事予定地(遺跡存在可能性地)

1 調査地

2 調査期日

3 調査面積

4 起因事察

紋間市広蘭字近厳i置~43・ 1ほか

平成14王手2月19日

61.2ぽ (誠査対象面積4，551.75m')

肱舗建築工事

5 調査に至る経緯

株式会社検浜77-マシーは、広福ヰ:近臣車線皇室に庖舗建築工事を予定していることから、秋田市教育

受員会との!瑚で開発に伴う事前協議を行った。協議の結梨、 平成14年2月6日付けで秋朗m教育委員
会に組成文化財事前鵡査の依頼があった。分宥調査による現況確認の結糸、工.事予定地は周辺に遺跡が

存在することや、地形毒事から遺跡存をの可能性があると判断したので試揖調査を実施した。

6 立地と現況

工事予定地は秋闇市街地の東側、 手形山台地酒11¥0に接している沖積地にあり、際問9mの地点である。

現況は宅地と水聞である。周辺には、「量色野遺跡J(線虫:・ 奈良・'f安・中世)、「柳沢進湖、J(縄文}、

「桜悶邸内遺跡J(縄文)などの手形山台数周辺に立地する周知lの遺跡が所復することから、遺跡が存

在する可能性がある地域である。

7 舗査の概要~ぴ結果

調賓t止、 工事予定地に東西方向に幅1.8mのトレンチを3本自主)Eし、パックホーによって試雌し、i車

桃 ・遺物の有無を確認、した。

調室E地の基本騒J芋I立、第I膚絢色土(耕作土、 10-15曲}、第E層白色小磯が混じる脅灰色土(造成

土、10-15明)、第皿脇 脊灰色ζlニと純物遺体語勺昆じる時約色土(第E腐と自信W扇町漸移局、5-10叩)、

第N矯縞物遺体が混じる略矯色土(地山)である。第3号トレンチでは、第E騒が叢総色砂(宅地造成土、

20叩}、第四層が背灰色粘質土(宅地造成土、170佃)、第N!面が植物遺体カ勺昆じるH音褐色:t(地1.1.1)となる。

調王Eの結果、調費地の旧地形11滋地であると考えられ、遺構・ 造物の発見はなかった。

調査地 。 1 : 2.5岬 2帥m

一一一一同

第2国広碩地区広舗法築工事予定地調憲位置図
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2 四ツ小屋地区無線基地局建設工事予定地 (遺跡存在可能性地)

1 調査地

2 調査期目

3 調査面積

重大間市四Y小屋小Illf地字坂ノ土246-1 

平成14年7月19日

45ば (淘査対象面積3∞m')
4 起因事業 無線基地局建設工事

5 銅査に至る経線

KDDI株式会社au 東北支社は、問ツ小康小問地字坂ノ上に無線接地局建設工事を予定しているこ

とから、秋四市教育委員会との聞で開僚に伴う事前協議を行った。協議の結果、平成14年7月3日付

けで秋田市教育委員会に埋蔵文化財事前湖査の依頼があった。分布調貨による現況客室忽の結果、工事予

定地は周辺にi宜跡が存在することや、地形等から遺跡存在の可能性があると判断したので主主捌締査を笑

施した。

6 立地と現況

工事予定地は獄図，11の南部、御所野台地西側の段丘蘭にあ句、線高約33mの地点である。現況は畑

地となっており、東側は造成された宅地である。周辺には、南西側隣接地に坂ノ下E追跡 (縄文ー 奈

良・ 平安}、北側には敏ノ上B遺跡 (縄文}、陶東側には獲筒A遺跡 (t屯文 ・弥生}、狸崎B遺跡 (18石

総・縄文・弥生)が所在していることから、遺跡市客存在する可能性がある地織である。

7 綱査の慨婁及び結果

鈎査は、 工事予定地に東西方向に平行する錨2mのトレンチを2本設定して、パックホーによって試

掘し遺傍遺物の有無を磯認した。

湖査地の基本暦序Iま、第I層褐色土 (耕作土、15-20cm)、第日層賞鈎色紡止と明褐色粘土が混じ

るf1!，褐色土(造成土、 10-55cm)、第皿層明褐色粘土が11千混じり、径2凹穏度の白色礁が混じるm色
土(造成土、 15-90四)、第lV層明縄色粘土(地山)である。第E層・!fi困層は、東側へいくに従って

J事く堆積している。君事2号ト レンチ東側では第U'織として黒補色土が若干混じる明黄禍色土 {造成土、

15曲)が第E腐と第皿J婦の聞に線認された。また、第2号ト レンチ東側lでは、第m廟の最下層部は水
分を多く含み、木綬が混入し、第W胞はグライ化し背灰色を患していた。

調査の結果、調査地は北西側から南東側に傾斜しており、旧地形は沢l自にI面した台地の端部であるこ

とが確認された。地山商には逃婦は縫認されず、遺物も発見きれなかった。

以上のことからi童相母・遺物は確認されず、活断・は存在しないと判断した。

{調査担当.安田伊藤・神悶)
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#3図 四ツ小屋地区型車鼠基.1&周値段工事予定地調査位・図

111査I量全量 (~t-)

第 2号トレンチ土膚獄況 (函ー}

写真1
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3 飯島聖書丁地区宅地分飯事業予定地 (遺跡存在可能性地)

1 調査地

2 調査期日

3 調査函検

4 起因事業

秋田市飯烏華H33.IOの肉、33-17、34-5、35・2，37-2の肉、 411・I

平成14年71'124日-25日

184.65m' (潟査対象潟綴2，372J6m')

飯島穀丁地区宅地分級事業

5 調査に~る経緯

アイホームプラザ株式会社は、飯島幸重丁に宅地分線事業を予定していることから、秋悶布教育費E員会
との聞で閣発に伴う事前協議を行った。協議の結燥、 平成14年7月10日付けで秋開市教育祭員会に捜

疏文化財事前拘奈の依頼があった。分布調資によるJJlj兄搬認の結果、事業予定地は廊辺に遺跡が存在す

ることや、地形書宇治、ら遺跡存在の可能性があると判断したので試掘調蜜を実施した。

6 立地と現況

著書業予定地は秋閲市の北部、新峨川左様の小砂丘の徳野にあり、標高約6mの地点である。現況は宅

地、公衆用道路、原野である。周辺には、西側隣接地に r~祥院宝!&:Eß塔J (中世)、北西側lには「穀

丁遺跡J(中世)が所在していることから、遺跡が:(j:在する可能性がある地域である。

7 調査の概要及び結果

言問Jtは、事業予定地に陶北方向に平行する将L5mのト レンチを4本設定し、パックホーによって試

掘し、通u曹・遺物の右織を確怨した。
綱策地の基本層片q.j;.告書I層階褐色土(表土、10-30聞に 第H熔アスフ アルト片 ・砕石・コンク

リート片の混じる褐色土(逃成土、30-110田)、第即応策繍色砂(地山幾砂層)である。第2号ト レ

ンチでは、第H層と第田局の聞に第11'1l!!として、砕石を含む泉純色土がプロック状に混じる備色砂

(造成土、2Q-30cm)が確認された。また、第3号 トレンチ南半では、第皿府中に第四'熔として繋褐色

砂の混じる黛僑色砂(旧表土、 10四)が確認された。第田'Ji!Iは第3号ト レンチ南半にのみ硲認される

ことから、調査織はi!!i姐1から南東側に傾斜してお り、南東隣は削~ーや造成を受けず、 |日表土がìlt存して

いたと考えられる。土腐の状況などから、調査地は南側から閣東側に大きくjjlj平 ・造成が行われている

と考えられ、造物包含硲は磯認されず、地山ifiiから泣構は確認されなかった。また、第3号トレンチで

~J2 mの採掘りを行ったが、地山飛砂層下に遺備 i書物の発見はなかった。

以上のことから進機・遺物は確認されず、 五E幼‘は存在しないと判断した。

(調査担当 :伊藤・神間)
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4 上新減地区ポ ンプ犠建設車業予定地(上新城中学校遺跡)

1 調査地

2 謁査期日

3 調査面積

4 起因事業

秋田市上新城五十丁字小林188、189地内

平成1411'7月30-318

発掘調*面積18.33m'(ii開設対象聞積20ば}

ポンプ場建設事業

5 調査に至る継続

秋凶市水道局は、よ新減五十丁字小林にポンプ場建設事業を予定していることから、秋岡市教育委員

会との側で開発に伴う事前協議を行った。協議の結集、平成14年7月15日付けで秋田市教育委員会に

峰雄文化財事前網資の依鰍があった。分布調査による現況穆認の結果、事業予定地は陵綾地に遺跡が存

在喧ることや、地形等から遺書君存在の可能性があると判断したので試練調査を実施した。

6 立地と現j見

事業予定地は秋関市の北部、上新城丘陵の担IP手段丘上にあり、際協e約35m的地点である。現況は山

林である。周辺には、南西側に 「上新城中学校遺跡J(縄文〉が隣按し、遺跡の存在する可能性がある

地成である。

7 調査の概要及び結果

~m予定地は20m' と小規模であることから、金T曜を試掘調査対象とし、遺構 。 造物の3有無を線認し

~・~。
調変地の主主本層序は、第u盟議i&色土(表土、10-20cm)、第E属機のi見じる防縄色土{造成土、
20-35凹)、第四層際が多く混じる照褐色土(遺物包含J層、10佃)、第W届 t肉質事白色粘土(池山)であ

る。第W層上面は北側から南側に傾斜し、第田熔i立調査j也南側にのみJ佳積していた。

遺構I~ 、 土筑 H章、 ピット 7 1iiを確認した。 遺織の硲iæ商は、 1 号:t.坑 ピッ ト1・ピット2(i第盟

層上前であり、その他の遺構は第W層 (地山)上面であった。 I号土筑 ・ピット 1・ピット 2の埋:tか

らは、縄文時代晩期と考えられる土器片が数点出土した。また、 1号土坑からは頁岩製の石官録。片が出

土した。

その他の造物は、第11層、第田尽から土器片、石総 {石損壊I点と潟片が数点}が出土した。第E届出

土の土器片 (第8凶 2)には平行i主総が施され、縄文時代晩期前業から中型車(大洞B-C，式) と考

えられる。その他の土器片も胎土や純文のS曜日等から縄文時代晩期のものと2管えられる。また、第四婦

に多量に認められる礁は後5-20曲線接:の大きさであ旬、人工的な加工ゃ意図的に配置している形跡

は認められなかった。

羽交の結果、調査地からは少量の遺構と造物が発見され、隣接する上新城中学校遺跡(縄文時代i晩期

の集落跡)の広がりと考えられる。

以上のように、事業予定対象区成金問を磯認潟ヨました段F告で、検出された遺梼 ー遺物を記録保存した。

(調査担当 :法'副 ー伊織 ー干申m}

-8-
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表 1 出土漬物観察表

年 代 特 記 事 可1

縄文時代晩期
体部敏片.8台よli良$1であり 、;n母片が多〈合まれ
る。

縄文l時代理亀期 n録音E破片。干行沈織が2本施される。大司4B‘-c. 
前鋭、中~ 式。

縄文時代晩期 体制l破片。縄文原体はLRで横位に品iX。

純i文時代晩期
底部破片。成後4$明。縄文!車体はI..Rで縦伎に絡文。
外衝は隊滅している。

縄文時代唱~JIII
停車.1寵貯.沈線が1本が隙訟できる。縄文原体はし

Rで横r(l. I~~~文。

:焦茶。J(精製。 a商友側総 務部扶り部分、b証i査:
縄文時代晩期 鱒縁に打点の残る剥雌痕が集中する。 阿古E分証t(阿

開il982)のL割に22iたる。

事考.l:1枇・向調;狩人 1982 riO緩痕ιよる百織の分析ー試漬ーJr東京都捜磁文化財セシター研究給聾1J 1'1).1-16 

-11-



5 蛇野遺跡 (手形地区共同住宅建設車業予定地)

1 舗査地

2 調査鰯日

3 調査面積

4 起因事業

私筒市手形字大沢44.15

平成14年10月24日

121.8m' (湖鐙対象衛積997.4m')

共向住宅建設事業

5 調査に至る経緯

秋間市手形字舵野の個人より、総野遺跡が所在する手形字大沢に共倒住宅建設事業を予定しているこ

とから開発に伴う事前協議があり、平成14年10月10日付けで秋臨市教育委員会に捜量注文化財事前調畿

の依鋭および縫蔵文化財発揃!の組出 (文化財保護法第57粂2第1:頃)があった。これを受けて秋悶市

教育委員会は分布調査による現況確認と試掘によ る車~1!lI硲認湖王監を実施した。

6 立地と現況

事業予定地は#(副市街地の北東側、手形111台地の西側j緩斜面にあり、標高約60mの地点である。現

況はl草野である。調ltE地は、縄文奈良平安時代 中世の被合遺跡である総野遺跡内に所在する。

7 調査の慨婆及び結果

調査は、事業予定地に東西方向に平行する幅2mのトレンチを2本設定し、パ‘ノずホーによって試掘

し、逸機 遺物の荷無を穣認した。

百韓宝E地の基本熔If.は、第I婿禁傷色土(表土、 15-45咽}、第sJ局砕石等の混じる崎織色土(造成

土、40-60岨)、第四層 明資鈎色砂 {造成土、 10-40岨)、第W層階偽色土(1日表土、 15-10叫)、第

V活資事島色粘土(地山、10叩以上)である。第2トレンチでは、 ms熔下に第四婦として脊灰色粘土
が混じる褐色粘土(造成土、JOClll)が東側lに堆績している。また、第W庖は殿様しておらず、第四層

的下に第V府地山商が堆積する。

測量Eの結娘、務V~ーである地山磁の検出状況から、旧地形は、 北側からff.j側に傾斜 していることが確

認された。 また、南側I~ 、中央銀が布くなっており 、 中央部から東西に傾斜していることが確認された。

遺物は、第I号ト レンチ第W婦で、 土器片(縄文土務、詳細時期不明) 1点の出土があったが、悶じ第

W庖では、ビニール製品も出土していることから、以前の土地造成時の浪人と判断した。遺物包含婦は

線認されず、遺織の発見もなかった。

以上のことから調査地』こは、以前の造成時に混入した遺物がi点発見されたが、遺物包含筋は確認さ

れず、また、遺械も発見きれないことから、調査地内の発自囲網呈Eは必要ないと判断した。

(調査担当，安田 ・伊藤 ・神釦)
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調査地全壊 (東-)

第 1号トレシチ土蔵状況 (北-)

写真5
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6 下新城西部地区聞場霊備事業予定地(遺跡存在可能性地)

秋田市下新総笠陶字緩場ほか

平成14年11月58、98

614.2m' (調査対象面積322.500m')

1 調 査地

2 調査期日

3 調査函積

4 起因事業 下新城西部地区担い手育成基盤量産f商事業(閉場整備事業)

5 舗査に至る経緯

秋田県秋田総合~林事務所は、下新城西都地区一帯(下車rr城長問 青崎・小友・岩城 主主関 ・中野)

の水聞に担い手育成法微量E備事業として平成12- 14年度に引き緩いて平成15年度に も大規模な聞場~

備を予定していることから、秋田市教育委員会との伺で事前協議を行った。協議の結果、平成14年9

月19日付けで秋朗市教育受員会に型車磁文化財事前調査のfli績があった。周辺の確認調査や分布調査に

よる現況硲認の結果、事業予定地は周辺に遺跡が存復することや地形等から、遺跡存在の可能性がある

と判断したので紋揚絢疫を実施Lた。

6 立地と現i見

事業予定地は秋回市の北部、新減川中流域北側の沖積地にあり、保高約10mの地点である。 JJI.況は

水聞である。北側lには長岡遺跡 (古代)、熊野岡遺跡 (縄文・古代)が、凶側には乳倉遺跡 (古代)、

総下り遺跡 (古代)、 雀烏滋跡 (古代}、佐戸皮遺跡(古代)が烏状に点在し、 1事i鱒の丘陵1-::は結成館

{中世)、笠岡館 (中世)が所在することから、遺跡が存在する可能性がある地戚である。

7 調査の概要汲ぴ結果

調査は、事業予定地に東西方向に平行するO耳1.8m、長さ 4-9mのト レンチを48本設定し、パック

ホーによって試槻し、遺締 遺物の滴無を確認した。

鵡変地の基本局l停は、第 1J議縄色土{表土、10-20佃)、第日崎灰織色土(造成土、 20-40四}、自富

田届褐灰色土(造成土、20-50叩)、第W届白色小磁の混じる暗褐色土(造成土、 20-50岨)、第VA!

褐色土の混じる植物遺体層である。 第 E 腐は、 2調査地北側 (第 8 、 16~号 ト レンずな ど)では、脊灰色

を息する場合がある。また、調査地南側(声高13.14、15号 トレンチ)およひ加西側IJ (鍛40、41、42号 ト

レンチ)では、第V胞は植物遺体の混じる育灰色粘まであり、 1直物遺体の推積が少い。なお、第日層~

W層は昭和20年代の廊腸獲僚の際の造成土であると考えられる。

2閉廷の結果、第 2号トレンチの第凹層で中世陶~(型車洲系陶器) 1点、第38号トレンチの第W婦で

近世磁器1点が出土したが、いずれも造成土からの出土であることから、昭和20年代の聞場整備の際

的流れ込みと判断した。また、造物包含届・遺構は硲飽きれなかった。

以上のことから遺構造物包含騎は確認されず、遺跡は存在しないと判断した。

{調査担当 ー安閑 ・伊藤・紳凶)
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7 秩図割史跡 {将軍野地区住宅解体工e予定地)
1 UII査地

2 綱査織田

3 調査面積

4 起悶事君臨

f*a市将軍野南ー丁目17ι19
平成14年11月15日-18l1

22.3m' (湖蒼1サ象商慣271.Q.I m') 

住宅解体工事

5 LIt査に至る継続

秋削"ilil*i;温みそのl可の個人li、史跡 f秋fll峨跡jが所夜する将軍野尚一γ阿に住宅解体工事を予定し

ていることから、 開発にf半う事前協議があり、 'I!r&:14lJ!10月初日付けで秋田市教育安員会に史跡名l勝

茨然記念物波紋変更等許可の申箭があった。こ札を受けて秋凶市教育委員会は、平成14年10月31UH 

It秩布教指令第158母により発鍛調査を条件として貯可し、平成14年11月1A付けで事前調査の依頼が

あった.これを受けて依岡市数育安員会は苦E鋸調書tを%鈍した.

6 立織と現況

T.事予定地i主、 秋田市街地の北西側、高清本民械の北側にあり‘ 4軍高約30mの地点である.攻ili!11 

宅地である。調貸地は国指定史跡「秋岡峨跡Jに位置い外郭北辺地、ら南東に釣20mの地点である.

調宏池東側の第16次調査および北西側の鱗43次iil:Hf.では築地暗号、t庫状遺情、指状態物等が検出されて

いる。

7 綱賓の結果

湖貸の総娘、調査地は造成等により大きく円Ijlf.や撹乱を受けていると考えられ、遺憎li.1'!Wg..れなか

った.

以上のことから、住宅解体後における締暖築造、切ニt 盛土等の造成工事に伴う現状資更による影響

はないと判断した。 (調糞1ft当:河谷・泌厳}

事~ 1I1!!1 験回総跡調査位舗図
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8 久保田減跡(千秋明書事地区学校建設工事予定地)

1 調 査地 秋関市干秋明徳町204・21.205-14 

2 劉変質耳目 平成J4年11月18日-19日

3 調査面積 57.5m' (溺査対象面積553.03m'建築予定蘭積211.25m')

4 起因事調語 学校建設工事

5 調査に至る経錫

学校法人敬愛学~ijl止、久保郎城跡が所在する千秋明徳町i二学校建設工事を予定していることから、 |摘

発に伴う事前協議があり、平成14年9月30日付けで秋回市教育委員会に腹蔵文化財事前調査の依頼お

よぴ筏蔵文化財発織の思出(文化財保綾法第57条2!i'!jJJuがあった。これを受けて秋則市教育委員

会は分布調貨による現況確認と続制による範囲確認調査を災絡した。

6 立地と現況

工事予定地li、秋闇市街地の中央部、千秋公悶台地の南側lにあり、標高約7mの地点である。現況は

宅地である。調査地は近世城郭である久保問城跡内に位置し、外線内側のl目下中l成町に依i配する。

7 調査の概要~ぴ結果

淵査は、建物の基礎繍削による影響が汲ぷ純間に合わせ、幅1.4mのトレンチを南北・東西に2本、

さらに必要に(6じて商側に拡張して、遺構 。遺物の有慨を確認した。

調3聖地の基本局序I主、第I層締事自色土(造成土、 15-20佃}、!ilD層貨拘色土 (造成土、 20-30αn)、

第困層鈍い背灰色土(造成土、 20-'lOcm)、!i'!1V層階禍色土 (造成土、 5cm)、第VJ，高砂礁の混じる骨

灰色結土 (地.11)である。第W婦は、南北ト レンチ南側では、時総色土の混じる背灰色土(造成土、

20叩)となっていることから、第w'暦とした。第 1J穆~第N@からはガラλ/t.レンガ 。コンクリー

ト等が出土し、近 ー現代の造成土と考えられる。

南北トレンチの北側と東西トレンチの湖側で、久保問成の内線路と考えられる遺構が検出された。内

線勝は調変地内で廊刷しており、東側から北側へのびるこ とが確認された (第13図)。第V層の地ILJ蘭

で検出され、JjJ!土は、灰褐色土と黒総色土のI比じる略錫色土(郷JjJ!土 l、10clll)、灰褐色土と黒褐色土

町混じる背灰色粘土 (場組土2、70cm)、制物遺体感(自然続税局、 15-20四}である。綴埋土2から

ガラス片、レンガプロックなどが出土し、近・現代においてー時期に滋め立てたと考えられる。織の採

さは縫認蘭(第V層上蘭)から約80clllで、~織などの施設は認められをかった。

また、硝北トレンチ南側では、東西方向に延びるi尺状的務ち込みが確飽きれた(第13毘1)。沢状落ち

込みには、坦i土が2局、 1桂，n土が2層高在留、され、上JI&より脊灰色撲が混じる鈍い脅灰色士 (沢埋土1、
5 -20clll)、植物遺体がt昆じる黒紛色土(沢煙土2‘20聞に築縄色土の混じる植物遺体層 (iR堆積土

1、20cm)、植物遺体と高音潟色土と小E撃が混じる脊灰色砂 (i尺峨積:七2、20冊以上)である。沢地獄ニt
2 の下にはさらに脊灰色礁がプロッテ状に混じる縞物遺体賠 {自然堆綴層)が機械L、~<<，遺物層と去 っ

ている。沢主責務ち込みのrJ辺付近では、iRllIlt置土iを中心と して江F時代前期の陶滋告書 {官官15図4-

7、写実74-7)や木繁品 {第15箇8-10、!i'!16図11-23、写真78 -12、写真813-23)など

が出土した。土層の縫積状況や出土造物の斗代から、この沢状落ち込みは久保田成築総以前からのl日地

形であり、築城当事Jには調査地南東側から南西側には沢状の地形が存寂していたと考えられる。そして、

その沢状落ち込みの岸辺付近に江戸時代前期の遺物が.~~されたものと考えられる。 また、沢状落ち込

一18-



み埋土 l、2のほ積年代11不明確であるが、江戸時代前期の可能性が考えられる.

以上のように、調資地において内猫跡と沢状の旧織形が確~されたが、事前調査の純例11勾で記録保存

した。

なお、言開資1去の平成15年 1)~ 24日から27Hにかけて1111車工事実絡に伴う工司，5'(.会を行ったが、 遣

自陣・遺物包含届は6ll認されなかった。

(~間交担当: ，J、I~ 安凶・伊ii.神田}

。

第12図久保図駿跡調査位置図
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表 2 出土遺物観察型軽

No 出土依i喧 分類 号普段等 生産地 年代 編年区分 将 記 事 司民

第 lo¥'l 線路 役付丸腕 肥前系 18C 肥背骨IVlI1!|外銘而~染に雪め付の輸けてと草い花る。文問、 隅に f井J
2 I ~事 I層 |磁器 直盤丞 内主~

官掛凪岨
|僻固に揚な胎け‘土縮にかやいや貫透入明が感入のるあ。3 第m，i量 陶器

務純
}肥商事系 17CIま半 l肥前四期

)-.:!; r，'71" 

|鉄側州文目紬似積がみ品訟1一z痕めがらあれる縁削俳和る.。自れM荷:に一こ台は11.胎であり、 給土4 沢J1U賓土l 陶器 鉄総鎚 肥前系 17C事』
j肥ij'd
1.2期

5 沢Ht積土l 陶器 重ト 不明 不明 不明 議焼きであは与0のケ.ケ内ズズ面リリiは調調庶殺書滅草しがてし認ておめおりら、りれ体円る滑罰。sでF 
|あ織tるこ1。底面

灰色の微簡な飴:tにやや透明感の晶る灰粕

6 沢地積土I 陶締
)j(焼風向

館前系 11C後半 理~前皿期
を内外踊lに婦け、細かい1'1:入がλ品。高等台

骨量総花皿 内部は、無納でT~~織で部~.ニよって仕
J.:..J ている，

7 沢雄~It:t1 陶君事 灰事h腕 自E前系 17C後半 四巴前皿期 島細台土かはいや宮入やが荒入〈品o.オリーヌ
同捜け、

自 沢持t積士1 漆鵠 続 欠jg外底し挺て聞いに11朱るmが楼漆、の、銀点内跡が湖が認は認め朱めら漆られを乱る豊る島。布。尚し台てはいる。

9 i岡地権主1 本製品下車t 角簡形を作迩歯り出下駄して。い4臣る目。板を用いて心苦方向に

10 iRJ1fi縦士1 木製品 下駄 角沿形。て速簡樹をF作駄り。憎綾し田て叡いをるF日。いて木且方向に

11 沢Jln椴土1 木~品下駄 丸1盈形をイi1車F前りI下'JJ駄して。い板る目.板を用いて心材方fiiJに

12 沢1血綴土i 木製品下駄 角l撞形を作連防り出下駄して。い板る目。板を用いて辺材方liljに

13 沢撒積土l 木製品 下駄 ー '話PZE8E-4盤W主 E鳴荷下して駄い。る板。目4材4料を湖材、't'てあ辺ふ材1;

14 l 
ぷへ7議ザ点患冒草ELl 

(1:考えられる。

15 ILている，

16 
11 
18 
ttt継堆f量積続輸土土土i i l 19 

20 - ILている。

21 l ー -
方形iこ加工されており総辺に竹jfを打ち込

22 沢土佐積土1 木製品折敷
んだ小孔が認めら札る。また、絵を揃いた

ような織替が認めらうられ才、、る裏。面には線状の縞

23 沢機械土1 品板材木製 t尊い椋材1;r御慾珊Jの鑓継が認められる。

凡酔J
l 同磁舗内生産地については主要な大規t量生麗虫色に関L、その生麗危睦のもの会主とLて、ぞれ仁直聾的な技術的野容をうけた
周辺毘ぴ地11・時鱗のものも合的 f晶Jとして帯した.
2 ft~前昂の縄~g分については、同JrU.Æび磁器とも に大指輔年町時制区分を示す.

参考文献

丸州近世陶磁器学金 20曲 『九州向磁の桜Sドー九州近世間勉学会10周年車:企ー』
大情聴ニ 初回 『肥前陣織J(考古学ライブラリー55)ニューサイエンλ社
江戸遺跡研究会 2曲I r関税i!P考古学研究辞典』 柏脅威
秋出-rli教育華民会 2002 r暗殺明館館瑚:ー市街維持制持事需に仲う結綿潟産報告書ーj
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調li1曲全景 {南-) 南北 トレンチ 紹勝機出状況 {南-)

東西トレンチ JBl跡輸出状況 (i!!i-) 居跡土層状況 {茜-)

沢状落ち込み4噴出状況 (崩-) 沢松落ち込み土膚状況 (西-)

写真9
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9 下新城地区老人ホーム増設事業予定地(遺跡存在可能性地)

1 銅査 地 紋田市下新城笠岡ヰ:川I旬17・1Iiか

2 調査期日 平成14年1IH26日

3 調査函積 138m' (淵~対象面積 2.309m')

4 起因事喋 老人ホーム憎殺事業

5 調査に至る経総

社会福祉法人秋[日中央禰社会は、下車費減笠岡字川向に老人ホームI曽設事業を予定していることから、

秋間市教育委員会との問で開発に伴う事前協議を行った。協議の結果、 平成14年11月8日付けで秋副

市教育委員会に怨蔵文化財事前調査の依頼があった。分布調査による現況硲認の結果、事業予定地は周

辺に遺跡が存在することや、地形等から遣務存在の可能性があると判断したので試拓!調後を笑絡した。

6 立地と現況

事業予定地は、秋郎-，pの北部、上新城丘陵の末端に接している沖積地にあり、 I東南約11mの地点で

ある。現況は水田である。I軒東側に飯倒館(中世)、北側に笠岡館(中世)、東側に結滅館 (中世)が

所犯し、中世減館が近接していることから遺跡が存在する可能性がある地1重である。

7 調査の郷婁及び結果

iIIH量(~ 、 事業予定地の京商方向に平行して0;2mのトレンチを2本設定し、パッPホーによってまえ織

し、遺術 遺物の有無を確認、した。

湖査員色の基本暦序は、第IJi!H自色土 {緋11.土、 10cm).第E焔 o青青灰色土 (造成土、 15-20cm)、第

四層縄灰色土 (造成土、 20-35cm)、第W層 佳I~小礁の混じる暗褐色土{造成二i二、 15-40四} 、 第V庖

背灰色砂{自然地税局、 5-15棚)、第V1~H直物遺体の混じる暗褐色土(自然堆積}面、 15-25cm) 、第

vn婦植物遺体届(自然堆積層、 15-25叩}、銃砲矯組物遺体の混じる背灰色粘土{地山、10倒-)で

ある。策W廊下部には純物遺体が泌入する。第vn耳、書館VI属l:t河川の氾訟による自然堆積と考えられ、
無遺物府である。第V~替、第VI腐は、第 2号トレンチ東舗では認められず、 第 i 号 トレ ンチ金蘭および

第2号 トレンチ商問lに堆積している。第V層上甑I主、E開資地商側にいくに従って健かに向くなっており 、

調資地外の新城川左岸の自然堤防状の地形に連続するものと考えられる。

調査の結来、調'ft地11新城川1.;=jl告の自然農防の末端にあたり、旧地形は湿地であったと考えられる。

1足って、東側丘般の延長となる微街地I主総認されず、遺憾の発見はなかった。造物は第2号トレンチ*

端の第且熔(造成土)より近世陶器量の肥前系皿 (18世紀)が i点のみ発見されたが、近 ・現代の水間

造成時混入したものと考えられる。

以上のことから遺品再 選物包含層は確認されず、 遺跡は存在しないと判断した。

(調査担当 :伊藤・神間}

7
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10 金足地区知的障審者施殺建設事業予定地(遺跡存在可能性地)

1 調査地

2 調査期日

3 調査面積

秋創市金)jl浦UJ宰:岩崎173.1、174

平成14年11月28日

134 m' (調査対象磁綴1，358m')

4 起因事業 知的障害者施設建設苦手梁

5 踊査に至る経緯

社会事国祉法人(仮称)愛心会は、金足訓I山字岩崎に知的隊答者施設建設ifi梁を予定し'(いることから、

秋田市教育委良会との測で開発に伴う事前協議を行った。協議の結果、平成14年11月14日付けで秋朗

ifi教育委員会に銀総文化財事前期決の依頼があった。分布詞貨による現況確認の結果、 工事予定地はl胡

辺に遺跡が存証することや、地形等から遺跡干f在的可能性があると判断したので試綴調査を実施した。

6 立地と現況

事業予定地I~ 、 秋国市の北部、上新城丘陵の末端に緩している沖積地にあり、r.!高約 8mの地点であ

る。現況は水問を感土造成した所である。踊l辺には、東側にカニiR遺跡:(平安)、南東側に金ヶ崎遺跡

(奈良 ー平安)が所夜する。また、 丘陵町末織には金足浦山集滞があることから、遺跡が存在する可能

性がある地域である。

7 鍋査の概要及び結果

自闘j1< li、 事業予定地に幡1.8mの トレンチを 3本設定して、パッ クホーによって試掘し、遺構・ 諸~H却

をil:aした。

調査地の恭卒;帰Ffl~ 、 第 IJ層砕石の混じる賛掲色砂 {造成ニヒ 、 20-50cm) 、第日府砕石のìfl じる背

灰色砂 (造成土、 10-50咽)、第四賂褐灰色土 {造成土、 1 0-40cm) 、第IV~量管灰色小礁の鋭じる筒色

土 (造成土、1O-30crn)、第VJ百織物遺体層(自然lj[積層、 15-30叩}、l1¥W層 織物遺体の混じる背灰

色粘土 (池1J.r)である。第 l号ト レンチ北側および第2号 トレンチでは、第V局<*車物遺体局)が認め

られないことから、第V陪は調査地下有宇都にのみ唯積している。第皿-1V1Oは、以前に水田であった時

の逃成土と考えられる 。 なお、 ~ 1 号 ト レンチ中央部において、第阻R警の上にJJ<褐色土 (造成立、 15

cm)が邸積していることから、第m'J憾とした。第3号トレンチ第E婦の下に白色小際のiJtじる略鰯色

土 (造成土、15叩)が包めちれ第E・腐とした。また、この第日'層の下lこ浅黄褐色土 {造成土、50四)

がia.めちれ、第U"尽とした。

剥設の結果、調11:地のl白地形は来事s.[i;畿の延長となる徹路地の末端古¢湖疫地北側で穣認され、調筆地

南側はi揮地であったと考えられる。調査地北側で櫛i認された徽潟地も、脊灰色粘土に機物治体が浪じる

ことから、何度かJ.!!，総川町i巴法l且となって湿地状になっていたと考えられる。通a!需はil飽きれなかった。

遺物は、第3号 トレンチ中央部町第V脳(植物遺体局)上而より、須想録盟主片 (9世紀}がI点のみ発

見されたが、周辺からの出土は全くなく、湿地への流れ込みと判断した。なお、遺物包含層は確認され

なかった。

以上のことから遺機造物包含層は穣忽されず、遺跡は存在しないと判断した。

(制策担当:安朋・伊藤・神間}
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報告書抄録

ふりがな しゃいいせーかくにん与4争島凶うこ(C，

轡 *" ，1;い1.iI'I跡磁;g郷査報告書

Jot 書 名

シ リ-xt，
シリ ーズ番号

錨著 者名 神Hl和彦

信集痩関 .f*1Il市段育委員会

所 在 地 明rolO-ω51 秋I!I県抹副市111玉ニT日1醤53号 TEL 018・866・2246
発行年月日 2∞3年3月
..句が" ふりが φ ;:J - l' 1ヒ綿 東経

綱盛期間
調査面帽

月時収遺跡名 所花地 市町村遺跡番号 (m') 
綿傑原因

z広，..前‘て字ご近んど疎今e地・z勉t 
391.9: 140t!t 

開発~f定地 05201 43分 9~; 20020219 61 III補強鋳工事
35抄 。秒

&32&J、合ゐ字 39lt: 140.度
開後予定量生 05201 39分 量分 割減却719 45 !t線培地ω健設工事

首ゥーt 20抄 1()'抄

、飯、いじ島まミニ竃〈t'，ar令
39llt 140!.t 2側双0724

開後予定地 05201 ~6~} 4分 ~ 185 宅地分議事業
20秒 5抄 20020725 

Yしあιa込T強情う昔、I~'>，ヂ 391t 1401Ji: 20020730 

中"・~学が。ょ校う
05201 119 47分 m 、 18 :Jtンブh曲目1故事業

平31(私 31砂 14紗 筑同20731

39度 140Jt 
，箆、@ -切 手可".形C宇鹿人島i，Re， 05201 219 43S} 8分 盟国021侃拘 122 共同住宅糧食事業野

お砂 :>>抄

下L‘ &新~.域d笠..、.岡...本 3911: 140唆 盟加21105
開発予定地

嶋..，崎Zはか
05泌l 47分 5分 ー、 614 刷局~信事業

55砂 ま0抄 z∞21109 
hbt:t占う.. 将c，争軍ぐん明のfぬs+dbjd、、d。喝T。Aもnの 39度 140llC 20021115 

.fJ( IJl減跡 05201 186 4~分 S分 ~ 22 住吉緋体工事
25秒 ゆ‘ 2∞21118 

千ぜんし秋・令吟明いt徳〈句a町' 
391. 1401i: 割問21118

丸〈ぽ傑f:C日SI銭うd島h幸ξ 05201 217 43S; 7分 、 58 学悦i!豊島工事

551~ 40秒 盟加21119
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上 新蟻
集部勝 縄文 土坑、ピット 縄文土器、石録、弱片

中学校

久保田岐跡 ーまじ鶏 近世 陶曽.儀器、漆器、本蟹&.
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